






This study was conducted to evaluate the effects of tea waste on the growth rate, carcass traits and time
course changes of meat properties during the period of chilled display, when tea waste was fed for finish-
ing pigs. Ten pigs were assigned into two groups comprised of each of 5.Control group was fed a com-
mercial diet and the other group was fed a mixture of 3% tea waste and the commercial diet ad libitum,
and the animals of the both groups were slaughtered at 110 kg BW. Though the feed intake was not dif-
ferent between the two groups, daily gain showed a tendency to be less in the pigs fed tea waste, and con-
sequently feed efficiency became lower in the tea waste fed pigs. There were no differences in any car-
cass traits between the groups. Catechins were not detected in loin meat and back fat both of control and
tea treated pigs. The amount of vitamin E in loin meat was not different between the two groups. The
changes of the colors and the weep loss of loin meat along the advancing time after the start of display in
the room at 4℃ were not different between the experimental groups.
In conclusion, this study suggests that feeding of tea waste for finishing pigs as 3% supplement to a
commercial diet has a tendency to delay the growth and is not effective to elongate a displayable period
of the chilled pork.
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Table 1. Percentage of each component of feed composition of the com-
mercial and the 3% tea waste mixed diets.





















Table 2. Comparison of the percentages in each behavior type between
control pigs and dietary treated pigs by 3% tea waste.













































































Table 3. Comparison of the growth characteristics, feed efficiency and
carcass yield traits between control pigs and dietary treated pigs
by 3% tea waste.





























aSuperior:5, Exellent:4, Medium:3, Common:2, Utility:1
Figure 1. Weekly body weight changes of control pigs and dietary


















Table 4. Comparison of carcass quality traits between control pigs and
dietary treated pigs by 3% tea waste.































Table 5. Comparison of catechins and vitamin E contents of loin meat
between control pigs and dietary treated pigs by 3% tea waste.

















































Figure 2. Changes of loin meat weep loss percentage along
the advancing days after the start of display at 4℃.
Figure 3. Color changes of lightness (L*) in loin meat along the ad-
vancing days after the start of display at 4℃.
Figure 4. Color changes of redness (a*) in loin meat along the
advancing days after the start of display at 4℃.
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考 察
茶には独特の香りや渋みがあり，家畜用飼料への添加に際しては嗜好性への問題が懸念され
ている．茶葉や茶ガラの肥育豚への給与試験を見てみると，茶葉を１および３％添加給与した
試験９）では添加割合の増加に伴う飼料摂取量の低下と増体量の低下が，また，茶ガラを３％添
加給与した試験８）でも増体量の低下が報告されている．一方，肉用鶏の場合，茶ガラを１，３
および５％添加給与すると添加割合の増加に伴い，飼料摂取量は減少し，発育も低下し５），３％
給与では，飼料摂取量および発育の両方で影響は見られないとする報告６）と，逆に，体重は増
加したとする報告７）が見られる．以上のように，茶葉や茶ガラの給与は動物種によって，ある
いは試験によって必ずしも一致した結果とはなっていない．本研究の場合，茶ガラ区では採食
行動時間は増加しているにもかかわらず，飼料摂取量は減少していることから，肥育豚の飼料
に対する嗜好性は茶ガラの添加給与によって低下することが推察された．このため，茶ガラ区
では肥育豚の発育が遅延し，市販配合飼料のみを給与した対照区に比較し，出荷適正体重到達
に７日間の延長を要する結果になったものと考えられた．このように，本研究での茶ガラの３％
給与は肥育豚の生産性の向上という点では期待は薄いものといえよう．
肥育豚への茶ガラ８）や茶葉９）給与の産肉性に及ぼすこれまでの試験によると，背脂肪厚の減少
による枝肉評価の向上が報告されている．この背脂肪厚の減少の原因として，茶ガラ中に残存
するカフェインの基礎代謝量の増進作用によるエネルギー消費量の増大あるいは皮下脂肪の燃
焼促進作用や，カテキンの脂質合成抑制や脂質吸収阻害作用があげられている．本研究では，
背脂肪厚の明らかな減少も観察されず，枝肉成績全般における茶ガラ給与の影響は見られな
かった．本研究で用いた茶ガラ中のカフェイン含量は０．４％と他の報告の茶葉９）よりは少ないが，
茶ガラ８）の場合とは同等であったにもかかわらず背脂肪厚への効果が認められなかったのは，
カテキンが茶ガラの給与によってもロース芯や背脂肪中に検出されなかったこととも関係があ
るかもしれない．また，肉用鶏への茶ガラの給与試験では，と体成績には影響はないとする報
告６）と，正肉量の増大を示す報告７）が見られる．
茶ガラ中に残存するカテキンやビタミン Eは酸化防止作用を持つ物質として注目されてお
り，茶ガラを家畜に給与することによって，これらの物質が家畜体の諸器官や組織中に蓄積す
ることによってその効果が発現することが期待されている．金子ら７）は肉用鶏に茶ガラを２．５％
給与することによって鶏肉中へのカテキンの移行と鶏肉中の脂質酸化抑制効果を，また，坂井
ら８）は肉養豚に３％給与することによって，ロース肉中へのビタミン Eの移行を認めている．
一方，三津本ら１０）は，カテキンおよびビタミン Eを肥育豚に給与し，冷蔵保存中の豚肉の酸化
防止効果について調査した試験で，脂質酸化の抑制や筋線維の崩壊抑制などの効果を確認して
いるものの肉色や肉汁の漏出量には影響を及ぼさないことを報告している．食肉から漏出され
る肉汁の量は肉の外観や風味に影響を及ぼすとともに，食肉重量の損失の原因となるため，漏
出量はできるだけ少量である方が好ましいといえる．また，新鮮な豚肉は淡いピンク色をして
おり，日数の経過に伴って灰色や褐色に変化していくことから，食肉における赤色度の維持は
鮮度の保持の点でも重要と考えられる．そこで本研究では，１日に摂取するカテキンの量が三
津本ら１０）の試験の２より多い３．１になるように茶ガラの添加量を設定したが，カテキンは
ロース肉および背脂肪のいずれにおいても検出されなかった．また，ロース肉中のビタミン E
含量も茶ガラ給与の影響をまったく受けていなかった．したがって，本研究で冷蔵保存状態で
経時的に調査したロース肉の色調と肉汁の漏出量の変化に茶ガラ給与の影響がほとんど認めら
れなかったのは当然の結果といえよう．
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また，茶ガラには黄色成分の脂溶性カロテノイドが含まれていることから，この成分の背脂
肪への蓄積による脂肪の黄色化が懸念されたが，この点における茶ガラ給与の影響は認められ
なかった．
現在では，茶飲料製品製造後の産業廃棄物とみなされている茶ガラの肥育豚への給与は，生
産性の点で期待は小さいものと考えられるが，食肉がカテキンやビタミン Eなどの機能性物
質を含み，またそれらの酸化防止効果で食肉販売現場における展示期間の延長などの有効な効
果が期待できることを考えると，茶ガラの最適な給与方法を確立することは重要な課題といえ
る．したがって，今後は茶ガラの給与量や給与期間など，更なる詳細な検討が必要であろう．
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摘 要
本研究では，茶ガラの給与が肥育豚の行動，発育，枝肉成績および冷蔵保存中におけるロー
ス肉の性状変化に及ぼす影響について検討した．LW・D種１０頭を乾燥茶ガラを市販飼料に３％
添加給与する茶ガラ区と市販の配合飼料のみを給与する対照区に分け，体重が１１０に達する
までの肥育試験を行った．飼料および水は自由摂取とした．茶ガラ給与により，採食行動時間
は長くなり，飼料摂取量は少なくなった．このため，増体量が低下し，肥育期間が長くなった．
枝肉成績についての影響は見られなかった．カテキンは両試験区のロース肉および背脂肪のい
ずれにおいても検出されなかった．ビタミン E含量は両区で差を示さなかった．冷蔵保存中
におけるロース肉の色調および肉汁の漏出量においても茶ガラ給与の効果はほとんど観察され
なかった．
以上の結果から，肥育後期の肉豚への茶ガラの３％添加給与は，枝肉成績には影響を与えな
かったものの，産肉性の点で課題を残した．また，茶ガラの給与で期待されるカテキンやビタ
ミン Eによるロース肉の酸化抑制効果は認められなかった．したがって今後は，茶ガラの添
加割合や給与期間等についての検討が必要であると考えられる．
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